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道 路 局 企 画 課 

 

ICT・AI を活用したエリア観光渋滞対策の実験・実装を図る 

「観光交通イノベーション地域」を選定しました 
 

「観光先進国」の実現に向け魅力ある観光地を創造するため、ICT・AI 等

の革新的な技術を活用し、警察や観光部局とも連携しながら、エリア  

プライシング※を含む交通需要制御などのエリア観光渋滞対策の実験・実装を

図る「観光交通イノベーション地域」を選定しました。 

 

国土交通省では、ICT・AI 等の革新的な技術を活用し、警察や観光部局とも連

携しながら、エリアプライシングを含む交通需要制御などのエリア観光渋滞対策

に取り組んでいくこととしています。 

このため、エリア観光渋滞対策の実験・実装を図る「観光交通イノベーショ

ン地域」について、今年８月２日から２１日までの間に公募を行い、全国４地

域から応募がありました。 

今般、「地域道路経済戦略研究会」（座長 羽藤英二 東京大学大学院   

教授）の意見も踏まえ、ICT による人や車の動向把握等の実証実験に着手す

るなど、エリア観光渋滞対策の実験実施地域として２地域を選定し、また、

ICT・AI を活用した観光渋滞対策の実装に向けた今後の取組方針や実験計画

等の更なる具体化に向けて、検討を行う地域として２地域を選定しましたの

で、お知らせします。 

○ICT による人や車の動向把握等の実証実験に着手するエリア観光渋滞対策の実験
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○今後の取組方針や実験計画等の更なる具体化に向けて検討を行う地域：２地域 
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※ 交通渋滞や大気汚染などの交通問題の改善を目的に、一定の区域内を走行する自動車に課金をするもの 

 

＜お問合せ先＞ 

国土交通省 道路局 企画課 篠田 宗純、河原 佳武（内線:37552、37673） 

(代表)TEL:03-5253-8111 (課直通)TEL:03-5253-8485 FAX:03-5253-1618 
 

 



地域の課題や、これまでの取組
を踏まえ、面的に観光渋滞対策を
行うエリアの絞り込みが行われて
いる。

こうした地域の取組と連携するこ
とにより、ＩＣＴ・ＡＩを活用した観光
渋滞対策の実装が期待できる。

観光イノベーション地域の選定結果

鎌倉市・京都市

地域の課題やこれまでの取組を
踏まえ、面的に観光渋滞対策を行
うエリアの絞り込みを行うことが必
要。

今後、対策実施エリアの絞り込
みに向けた検討等を進めることに
より、実験実施環境が整うことが期
待される。

軽井沢町・神戸市

今年度から、ＩＣＴによる人や車
の動向把握等の実証実験に着手
するなど、エリア観光渋滞対策の
実験実施地域として選定。

験計画等の更なる具体化に向けて、
今年度は、今後の取組方針や実
験計画等の更なる具体化に向けて、
検討を行う地域として選定。

【選定理由】 【選定理由】



ＩＣＴ・ＡＩを活用した観光渋滞対策

観光地周辺で広域的に発生する渋滞を解消し、回遊性が高く、円滑な移動が可能な魅力ある

観光地を創造するため、ＩＣＴ・ＡＩ等の革新的な技術を活用し、警察や観光部局とも連携しながら、

エリアプライシングを含む交通需要制御などのエリア観光渋滞対策の実験・実装を推進・支援。

交通需要マネジメント（TDM）
観光交通イノベーション地域

ＩＣＴ ＡＩ

ビッグデータ（観光客・車・公共交通等） エリアマネジメント

過去の渋滞発生履歴

をＡＩが学習・分析

交通の変化をＡＩが判

断し渋滞発生を予測

革新的な技術

ＥＴＣ２．０、高度化光ビーコ

ン、ＡＩカメラ等で人や車の動

きを収集

ＡＩの分析・予測結果に基づ

き人や車の流れを最適化

信号制御、交通規制等

至 ＩＣ

主要観光地
Ｐ Ｐ

Ｐ Ｐ

道路空間の再編

等



（参考） 主なＩＣＴの例

ＡＩカメラ

高度化光ビーコン

ＡＩによる画像処理で交通量調
査、自動車起終点調査をＩＴ化

車（交通量等） 人（利用者数）

ＥＴＣ２．０

ＥＴＣ２．０車載器と路側機との通信により、
プローブ情報（位置、速度、急ブレーキ、経路等）
を収集

※柔軟に設置・計測が可能な、可搬型の
ＥＴＣ２．０路側機について、今年秋頃より
導入予定

ＥＴＣ２.０
車載器

道路

クルマ

高度化光ビーコン

・プローブ情報等

・渋滞情報・旅行時間情報
・信号情報等

高度化光ビーコンと対応車載機との双方向通信
により、交通情報（渋滞、旅行時間、信号情報等）
の提供、プローブ情報等の収集



今後のスケジュール

８月２日（水）～２１日（月）

観光交通イノベーション地域※の公募

実 験（Ｈ２９年秋以降、順次）

実 装

オープンイノベーション

※国土交通省で、警察や観光部局とも連携しながら、

実験・実装を重点的に支援

※今後、エリアプライシングの導入を検討している地域

新たな要素技術の公募

オープンデータ

新たなエリアマネジメント方策

の提案

（産・学）

新技術を適用するための
制度検討 （官）

他の観光地への展開

今後継続的に取組

まずは、ＥＴＣ２．０等の既存の技術をフル活用

し詳細分析をした上で、Ｈ３０年度より新たな

技術の実証を行う予定

（H29秋頃から）

９月７日地域選定


